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I要 旨
近代日本の代表的な作家として夏目漱石は、数々の名作を残している国民作
家とみなされ、海外でも高く評価されている。長編小説あるいは文学論と比べ
ると、『満韓所々』という紀行文を知る日本人は遥かに少なく、それほど知名
度がないと言ってもよかろう。実は、1909 年 9 月 2 日から 10 月 14 日まで満
州（中国東北部）・朝鮮を旅行した夏目漱石が『満韓所々』を書いたが、20
世紀初期の中国見聞として、しかも、日本人による中国認識の代表作の一つと
して、中日両国の研究者から多くの注目を浴びている。本論文では『満韓所々』
をめぐって、夏目漱石の中国紀行を論述し、そこから氏の「中国認識」がいか
にして構築されたかを明らかにしたいと思う。
序論においては、氏の満韓の旅の背景、『満韓所々』の成立及び国内外の評
価を述べ、本論文の研究問題を提起する。そして、先行研究、研究動向、研究
目的、章立て、研究方法などを明らかにする。
第一章では、教場を離れた夏目漱石は、二回の中国旅行を経験した。まず、
1900 年、イギリスへ留学する途中、氏が中国の上海などを小旅行した。そし
て、1909 年、旧友の誘いで中国の「満州」を旅行した。本章では、上海旅行
における最初の中国のイメージ、「満州」旅行の切っ掛けなどを考察してみた
いと思う。
第二章では、『満韓所々』を対象に、「内地」という言葉の使用状況に基づ
き、この旅を二つの部分に分け、すなわち「満鉄の旅」と「漱石の旅」である。
氏はどのように、満鉄から離れて、個人の旅行を始めたのか、旅行のなかでど
んな見聞を書き記したのか、「中国認識」がいかにして移り変わったか、とい
った問題を細かく、詳しく論じることにする。
第三章では、『満韓所々』を対象に、比較の視点からテクストを細かく解読
し、生活環境、色彩運用、「国民性」論述という三つの面の比較を行い、夏目
漱石の「中国認識」ないしはその批評を論じようとする。
第四章では、夏目漱石の『満韓所々』において、氏の中国認識がいかにして
構築されたかをめぐって、いくつかの要因をまとめて分析してみる。第一回中
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国旅行イメージ、満鉄旧友との仲、個人の体調、鏡としての母国・日本のイメ
ージなどを基本要素として分析し、複雑で矛盾した「中国認識」という性格を
見出そうとする。
結論においては、夏目漱石の「中国認識は」、まさに錯綜したものであり、
いつも移り変わっているものである。しかも、多くの挫折や苦痛を経験するこ
とによって、初めて形成されたものである。中国旅行の前後、中国を旅行して
いるうちに、氏の「中国認識」はよく変わり、矛盾性に富んできた。『満韓所々』
における夏目漱石の「中国認識」は、東アジアという地域、さらに、帝国主義
の社会風潮から一定の制約を受け、文学者としての夏目漱石、さらに日本知識
人の一般的な中国認識にも繋がっていくように思われる。
キーワード：夏目漱石 中国 「満州」 『満韓所々』 異文化
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I摘 要
夏目漱石作为日本近代有代表性的作家，被称之为国民作家，留下了大量的
名作，在国外的评价也很高。相比起其长篇小说或文学论，了解游记作品《满韩
漫游》的日本人却很少，可以说该游记并没有那么高的知名度。而实际上、夏目
漱石曾于 1909 年 9 月 2 日至 10 月 14 日期间到满洲（中国东北部）和朝鲜旅行，
撰写了《满韩漫游》，该文记录了 20 世纪初的中国见闻，作为日本人的中国认
识的代表作，受到了来自中日两国研究者的大量关注。本论文围绕《满韩漫游》
一文，论述夏目漱石的中国旅行，并由此阐明文中其“中国认识”如何构筑这一
过程。
在序论中，通过论述夏目漱石的满韩旅行的背景、《满韩漫游》的创作及国
内外的评价来提出本论文要探讨的问题。并说明确国内外的研究历史、研究动向、
研究目的、研究框架及方法等。
第一章介绍离开了讲坛的夏目漱石，经历了两次中国旅行。其一是留学英国
的途中，在中国、上海等城市的短暂游历。其二是 1909 年，在老友邀请下前往
“满洲”旅行。在本章主要考察其游历上海等城市所感受到的最初的中国印象以
及“满洲”旅行的契机等。
第二章以《满韩漫游》为对象，基于“内地”一词的使用状况将旅行分为两
个部分即“满铁之旅”“漱石之旅”。详细地论述漱石如何从“满铁”中抽离并
开始进行个人旅行，以及在该期间其中国见闻、“中国认识”如何变化。
第三章以《满韩漫游》为对象，从比较的视点详细解读文本、通过文本所描
述的生活环境、色彩运用、“国民性”刻画三个方面的比较，论述夏目漱石的“中
国认识”乃至其本人的评价。
第四章围绕夏目漱石《满韩漫游》中的中国认识如何构筑、总结构成原因并
试做分析。作为基本要素、对第一次中国旅行印象、漱石与“满铁”老友的关系、
个人的身体情况、作为参照物日本的印象等进行分析，从中窥见其“中国认识”
的复杂性与矛盾性。
结论论述夏目漱石赴日“中国认识”是错综复杂的，不断变化的，并且是在
经历了大量的挫折和痛苦后方才形成的。赴中国旅行前后，中国旅行期间，其“中
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国认识”不断变化，赋予了矛盾性。《满韩漫游》里夏目漱石的“中国认识”，
在一定程度上受到东亚这一地域、甚至是帝国主义社会风潮的制约，也与作为文
学者的夏目漱石、甚至是日本知识分子的普遍中国认识有关。
关 键 词：夏目漱石 中国 “满洲” 《满韩漫游》 跨文化
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はじめに
一、問題提起
1.1 20 世紀初の中国旅行ブームとその中国認識
ご存知のように、日本にとって中国は、巨人のような存在であり、歴史上、
中国からかなり多大な影響を受けている。ところが、明治維新以来、文明開化
を推進する日本は、軍事力や経済力が一段と上昇し、甲午戦争で中国に勝ち、
アジアの一等国となってきた。さらに、日露戦争の勝利をきっかけに、日本人
は国際的な自信をいっそう有し、朝鮮半島を支配し、世界の強国の一つとなっ
た。このようなアジアの進出に伴い、日本人は、続々と朝鮮半島、中国の旅行
を選んだ。日本人にとって中国旅行は、20 世紀初にひとつのピークを迎えて
きた。
戦後までの何十年間、数多くの日本人は、様々な目的をもって中国を訪れて
きた。そのなかで、新聞社に派遣され、調査を行いながら、中国を旅行した文
学者はかなりいる。これらの日本の知識人たちは、中国の国土を踏みこんだ瞬
間、幼いころから漢詩文に親しみ、豊かな漢文の素養や大きな関心によって培
われた「夢」の中国、それから現実の中国との間に、多大な衝撃や落差をしみ
じみ感じ、数多くの報告書や紀行文などを書き残している。言うまでもなく、
そのなかで、中国認識はよく現れている。それを深く考えてみれば、ただ対象
としての中国の様子だけでなく、日本人自身の中国理解、中国認識、ないしは
中国民衆への感情、自国への理解や認識が伺えるであろう。
1.2 夏目漱石と『満韓所々』
近代日本文学を研究する場合、夏目漱石(1867―1916)は無視してはならない
者の一人である。 夏目漱石は、処女作『我輩は猫である』 (1905)から未完の
遺作になった『明暗』 (1916)に至るまで、数々の名作を残したものであり、
近代日本を代表する｢国民作家｣とも言われている。夏目漱石は、近代日本の代
表的国民作家のみならず、魯迅先生をはじめとする中国人の文学者にも尊敬さ
れている。
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夏目漱石は、幼いから江戸の町人文化に親しんで育っていた。それに加えて、
漢籍も学ぶと同時に、1883 年から英語の勉強をはじめた。氏は東京帝国大学
英文科の卒業生で、1896 年から 1900 まで熊本市の第五高等学校で英語の教師
をしていた。そこへ、文部省からの命令で、漱石が、第一回目の給費留学生と
して、英語を研究するために、イギリスに留学した。1903 年、帰国後、母校
で前任者の小泉八雲を押し退ける形で後任として日本人最初の英文学の講師
になった。氏は日本が近代化に踏み切って以後、最初に本格的に西洋文明を生
身で体験した少数の文学者の一人であると言っても過言ではない。
1905 年、夏目漱石によって創作された『吾輩は猫である』という作品を通
し、ご本人の溢れんばかりの文才を示した。しかし、漱石が 1908 年に教職を
辞任し、朝日新聞社に入社した。これから職業作家を目指し、本格的に文学の
道を歩み始めた。このことは世間に理解されなかったが、夏目漱石はむしろ世
間とまったく異なり、独自な考えを持っている。
…（前略）。学校をやめてから、京都へ遊びに行った。其地で故旧と会
して、野に山に寺に社に、いずれも教場よりは愉快であった。鶯は身を逆
まにして初音を張る。余は心を空にして四年来の塵を肺の奥から吐き出し
た。是も新聞屋になった御蔭である。人生意気に感ずとか何とか云う。変
り物の余を変り物に適する様な境遇に置いてくれた朝日新聞の為めに、変
り物として出来得る限りを尽すは余の嬉しき義務である。
同年に書かれた『入社の辞』において夏目漱石は、このように述べている。
それによると、給料が家族を養えないのは、教職を辞める理由の一つとして挙
げられ、やめてから教室を籠もらずに、様々な地方も旅行したいという意欲も
表現できると分かった。実は、今のことが、学生時代の友人であり、二代目の
南満州鉄道株式会社の総裁になった中村是公からの招きで、満州（中国東北
部）・朝鮮の旅行へ行くことになった誘因の一つだと思われている。
1909 年、漱石は「満州」の都会をすべて訪問し、戦争の遺跡も歩きまわり、
満鉄の施設や工場も見学し、中国の名所古跡を見物し、中国で勤めている日本
人と西洋人、いろんな中国人に接した。紀行文としての『満韓所々』（以下、
厦
门
大
学
博
硕
士
论
文
摘
要
库
はじめに
3
『満韓』とする）は、早速 10 月 21 日から、東京朝日新聞に連載された。この
行程通りに書き継がれて、9 月 21 日の撫順へ現地の炭鉱での見学まで、全行
程の半分にも満たず唐突に終わっている。というように、『満韓』は明治 42
年の中国・韓国旅行の体験を書き残した漱石唯一の紀行文である。
二、夏目漱石『満韓所々』に関する先行研究
2.1 日本における先行研究
日本においては、夏目漱石に関する研究が、ずっと盛んに行われている。そ
の中で、小説、文学論等に関する研究は、数えきれないほど多い。それに対し
て、『満韓』という紀行文、『満韓』における夏目漱石の中国認識は、あまり
研究されていなく、研究論文がそれほど多くないと言わざるを得ない。
まとめてみれば、日本における『満韓』の研究の視点はおよそ、二つに分か
れる。1 つは連載中断の原因であり、もう一つは『満韓』における言語表現で
ある。例えば、田中敏彦の『なぜ夏目漱石は満韓ところどころを中断したの
か？』（2008 年日本語文学 34 輯）がある。田中寛『夏目漱石「満韓ところど
ころ」の憂鬱--言語表現にみる中国、朝鮮観を中心に』（Bulletin of Daito
Bunka University2009 年 54 号）などが挙げられる。
それのみならず、漱石の言語表現に注目し、漱石の中国認識に関する研究に
関心を持つ者も少なくない。日本の評論界においては、大体二つに分かれてい
る。ひとつは、駒沢喜美、小沢勝巳氏といった日本の学者たちを代表に、漱石
の表現が不用意で、漱石が軍国主義に反対していると主張する。今一つは、『満
韓』という紀行文中の言語の表現から、夏目漱石が中国人を馬鹿にしたような
気がしながら、いわゆる「軽蔑型」中国認識を形成しているというように、漱
石に批判する立場を取っている。実は、「土」の作者である長塚節は、『土』
の序文の中で『満韓』について、「漱石という男は人を馬鹿にしていると憤慨
している」①と述べている。桧山久雄は「日露戦争以後はっきり帝国主義段階 に
突入した日本の歴史の進行から、激石といえどもまったく自由ではなかったと
述 べ、彼は彼自身のうちにまで浸透する帝国主義的ナショナリズムにどこま
①長塚節．土[M]．東京：新潮文庫、1950.3．
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で気づいていたかはわからないが」①と記している。すなわち、漱石の一種の
帝国主義の優越感を読み取っている。それに、針生一郎氏も中国民衆に対する
漱石の鈍感と無知をも批判している。②
2.2 中国における先行研究
中国学術情報データベース（CNKI）で、キーワードに「夏目漱石『満韓』」
を入力すると、夏目漱石の中国認識に関する研究論文は、近年来の夏目漱石研
究のなかで、非常に大きな比重を占めているということがわかる。以下は、近
10 年以来（2006-2016）、掲載された夏目漱石の『満韓』に関する中国研究者
の論文である。
王成 《夏目漱石的滿洲遊記》 《讀書》 2006 年第 11 期
朱敏 《漫談夏目漱石的滿洲旅行和其紀行文》 《作家》 2008 年第 6期
高潔 《迎合與批判之間---論夏目漱石的“満韓ところどころ”》 《日語學習
和研究》 2008 年第 3期
楊紅《淺析夏目漱石＜滿韓處處＞中的軍國主義傾向》 《時代文學》 2010 年
第 2期
連永平 《從＜滿韓漫遊＞看夏目漱石的中國觀》 《語文學刊》 2012 年第 2期
張彤 《夏目漱石的滿洲情節》 《時代文學》 2012 年第 8期
汪帥東，柴紅梅 《夏目漱石與東北紀行文學——以＜滿韓處處＞中夏目漱石潛在
的殖民意識為中心》 《日語知識》 2012 年第 11 期
張羽 《從＜滿韓處處＞看漱石的中國觀》 《日語教育與日本學研究》 2012 年
院生論文
佟若瑤 《從＜滿韓處處＞看夏目漱石的異文化體驗——淺析夏目漱石踏上滿韓旅
途時的心境》 東亞與与世界——2012 年世界漢語修辭學會第三屆年會暨修辭學國
際學術研討會論文 2012 年
劉凱 《軍國主義語境下的殖民地書寫——夏目漱石〈滿韓漫遊〉輟筆考辯》 《東
北亞外語研究》 2014 年第 1期
胡燕靜 《從〈滿韓處處〉看明治文豪夏目漱石的中國觀》 《產業與科技論壇》
①桧山久雄．魯迅と漱石[J]．東京：第三文明社．1977.3．
②針生一郎．明治文学における自我と民衆[J]．文学.岩波書店．1976.7．
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2014 年第 5期
陳賀麗 《夏目漱石的中國觀》 《芒種》 2014 年第 6期
李海浩 《“滿洲”與〈滿韓漫遊〉》 《滄州師範學院學報》 2015 年第 2期
佟若瑤 《不完整的異文化體驗——夏目漱石〈滿韓漫遊〉》《黑龍江史志》 2015
このように、漱石『満韓』をめぐって、中国人の研究者は数多くの研究成果
を挙げたが、ほとんどの研究者は、『満韓』を細かく解読したうえで、漱石に
とっての中国認識を読み取り、その中国認識の形成するあるいは構築するプロ
セスないしはいくつかの要因を検討し、解釈している。それに、ほとんどの研
究は、中華書局によって出された「近代日本人中国遊記」に拠り、そこから問
題意識を見出そうとしているようである。王成の「夏目漱石的滿洲遊記」（『讀
書』 2006 年）という論文と、『満韓』訳本は、このような研究の方向をはっ
きり明らかにし、夏目漱石の中国認識に関する重要な参考資料の一つとなって
いる。
その中で、とりわけ取り上げたいのは『満韓』の前書きとして、「夏目漱石
的滿洲遊記」において、「このテクストは日露戦争以降の夏目漱石の満州（中
国東北部）印象を記録し、日本知識人のオリエンタリズムを帯びる。…夏目漱
石から読み取ったアジア民衆を蔑視するという観念は長い間に日本近代知識
人の主流意識である」①などという文もある。
次は高潔も「迎合與批判之間---論夏目漱石的“満韓ところどころ”」とい
う論文で、「著者である夏目漱石は当時の歴史時代の背景下の批判意識を含め、
著者を植民地の建設の風潮に巻かれた制約性も反映できる」②という結論を出
した。つまり、夏目漱石は批判意識を持ちながらも、時代の雰囲気からなかな
か脱出できないということで、同時の中国を蔑視するという日本近代知識人の
主流意識に従っている。
そして汪帥東、柴紅梅も「この意義では、『満韓』という中国東北を取材し
た紀行文は、夏目漱石に著された文学作品を客観的に認知し、研究することに
①夏目漱石. 2007.滿韓漫遊[M].王成（譯）.近代日本人中國遊記.北京：中華書局、 第 141、150 頁．筆
者訳、原文：這個文本記錄了日俄戰爭后夏目漱石的滿洲印象，帶有日本知識分子的東方主義色彩。…夏
目漱石身上所表現出來的這種歧視亞洲民眾的觀念一直是日本近代知識分子的主流意識。
②高潔. 2008. 迎合與批判之間---論夏目漱石的“満韓ところどころ”[J].日本文学研究（3）、第 70 頁．
筆者訳、原文：既包含著作者夏目漱石在當時的歷史時代背景下的批判意識，也反映出作家被卷入殖民地
建設風潮的局限性。
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役立ち、他の面から近代日本文学において、強い植民地意識がもう諸種類の文
学作品に浸透していったことをはっきり伺え、ドキュメンタリー文学の見本と
される『満韓』もなかなか免れない」①と主張している。
要するに、中国側では、夏目漱石の中国認識をめぐって、軍国主義への批判
という一面が、より強く主張されているように思われる。すなわち、『満韓』
のなかで漱石は、高慢な口調で冷やかし、中国、中国民衆を軽蔑し、軍国主義
の色彩を帯びている。ほかに、修士論文の代表として、夏目漱石の中国認識は、
みんな注目の焦点のひとつとなった。例えば、台湾の林子玲が書いた『漱石文
学における殖民地言説――朝鮮、満州へ渡航したことの意味を中心に』（2011
年東呉大学修士論文）があった。董新萍が 2009 年に「夏目漱石の中国観」と
いう修士論文で、漱石の作品では、中国の古典文学と儒学思想の影響が大きか
ったが、近代の中国や中国人に対しては侮蔑的であったと思われるとも指摘し
た。だから、夏目漱石が、「満州」を訪れる切っ掛けをだんだん研究し始め、
人生経歴と紀行文の創作を結びつける角度から、紀行文の内の込まれる意味、
ナショナルのものを再び取り戻り、中国認識を構築される過程を明らかにしよ
うと思う。
三、本論の問題提起、研究方法、章立て
すでに述べたように、夏目漱石の『満韓』における「中国認識」は、矛盾し
ているところがなぜ多いか。本論では、『満韓』というテキストの分析を中心
に、先行研究を踏まえ、研究者の研究成果を汲み取る一方、『満韓』という紀
行文の再解読を通し、漱石の複雑さに富んでいる中国認識を問題点として検討
したいと思う。
本論の研究方法として、二つの方法が挙げられる。1つは言語表現統計であ
る。テキストにおける「内地」、「綺麗」、「汚い」などの言語表現の使用頻
度、場面を統計し、夏目漱石が中国に対して如何にして叙述したのかをまず注
目したい。もう 1つは、比較文化の角度から検討しようと思う。意気揚々たる
①汪帥東，柴紅梅．2012．夏目漱石與東北紀行文學—— 以《滿韓處處》中夏目漱石潛在的殖民意識為中心
[J] ．日語知識（2）、第32頁．筆者訳、原文：在這個意義上，《满韓處處》這部中國東北題材紀行作
品，不僅對我們較客觀地認知和研究夏目漱石以後的文學創作有所助益，也使我們從一個側面清晰地管窺
到近代日本文学中强烈的殖民地意识滲透與日本各类文学作品当中，甚至被称为纪实性文学典範的夏目漱
石的《满韩处处》也未能摆脱这一影響。
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日本と退廃的な中国のいくつかの面を比較し、そこから漱石にとって東西文明
の対立とは何であったかを考察したいと思う。
このような問題提起、研究方法に基づき、本論では、次のような章立てで推
し進めていきたい。
第一章において、中国における夏目漱石の体験を論じる。漱石の中国認識を
紹介し、教職をやめ、中国の「満州」を訪れた漱石の体験、漱石の思考を一々
明らかにする。
第二章において、『満韓』を深く解読し、「内地」という言葉表現に基づい
て、この旅の目的を、まず詳しく明確にする。それぞれの目的を持つ旅の各段
階、それぞれの文体や各地での見聞、さらにそれらをまとめて、漱石の中国認
識がいかにして変わったかを明らかにする。
第三章において、生活環境、色彩運用、国民性論述という三つの面から日本
と中国の比較を通じて、母国日本を参照として、夏目漱石は自らの「中国認識」
を形成していくことを論じる。
第四章において、『満韓』における夏目漱石の「中国認識」は如何にして構
築されたかを念頭に置き、いくつかの要因をまとめて分析したい。
結論として、まず、夏目漱石の眼に映された「中国」あるいは漱石の「中国
認識」は非常に複雑であり、重層化をしている。ただ、それはのちに、漱石本
人の思想や感情、氏の世界観にまで影響を与えている、と指摘する。
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